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概 要 ： 3 元 系 の 金 属 間 化 合 物 で あ る ホ イ ス ラ ー 合 金 N i 2M n S n  及 び
N i 2M n I n の二酸化炭素還元電極触媒能を評価しました。N i 2M n S n は副反
応の水素発生反応で生成される水素が 9 0％程度の電流効率で生成し主
生成物となったのに対して、 N i 2M n I n ではギ酸が電流効率 7 0％程度で
生成し、主生成物となりました。単体の N i 及び M n はほとんど二酸化
炭素還元活性を示さず、単体の I n 及び S n の二酸化炭素還元反応の主生
成物はギ酸となります。本研究の結果は、N i 2M n S n  及び N i 2M n I n の顕著
な二酸化炭素還元能の違い が、金属間化合物であるホイスラー合金の
特異な原子配列及びスピン状態に起因していることを示唆しています。
本研究は、ホイスラー合金の二酸化炭素還元能を初めて評価し、反応選
択性を見出した報告となります。  
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